
1. はじめに 

 無線操縦される無人飛行機（ラジコン飛行

機）は，人が近づけない場所で利用でき，そ

の重要度が増している．これまで機体にアン

テナを貼りつけ設置をすることを目指し，プ

リント化について検討を行ってきた[1][2][3]．

本稿では，アンテナが曲面に配置される場合

およびアンテナに残る通信不感帯（ヌル点）

について検討を行う． 

2. アンテナが曲面に配置される場合 

 アンテナが配置される飛行機の機体は曲面

の場合が多い．そこで先に提案したアンテナ

（図１）を曲面に配置した場合，どの様にそ

の放射特性に影響があるのか調べた．なおア

ンテナは機体側面中央に長手方向とｙ軸が一

致するように配置するものとする．検討はア

ンテナ各部寸法は固定とし，L2部が半円とな

る機体半径ｒを基準とした．アンテナの曲率

を r，2r，4r と変化させたときの放射特性を

平面(flat)に配置したときと比較を行った． 

 モーメント法による解析結果を図 2 に示

す．YZ 面ではアンテナの湾曲が大きくなるに

従い，平面時にはなかった EΦ成分が発生して

いる．これは湾曲により，YZ 面に垂直な電流 
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図 2 放射特性 

図 1 アンテナ形状（平面時） 

(a) YZ 面 

(c) XZ 面 (b) XY 面 
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成分が発生し，その大きさが電源部に近いとこ

ろと遠いところで異なることに起因する．また

これと同時に±90°でレベルの低下がみられる

が，これは湾曲により垂直部が短くなったため

である．従って XY 面での垂直成分 Eθのレベル

も下がっている．湾曲による XZ 面への影響は見

られないことが分かる． 

3. ヌル点の検討 

 これまで提案してきたアンテナは，ラジコン

飛行機前後方向のヌル点への対応であった．し

かし飛行機真横には構造上ヌル点が存在する．

実用上は大きな問題ではないが，近年の緊急時

対応等を考慮し対策を検討した．図 3 に提案ア

ンテナの解析モデル図を示す．基本寸法は図 1

と同じである．ヌル点を解消するため z 形状の

無給電素子を図 1 のアンテナ極近傍に平行に配

置している．本アンテナの放射特性を図 4 に示

す．基本となる YZ 面には無給電素子の影響はな

く，この面内ではヌル点のない放射特性を維持

している．これまで XY 面では，垂直成分 Eθが

Φ=0°および 180°においてヌル点となってい

たが，本アンテナでは，レベルはまだ十分では

ないがヌル点は解消され，繭形の放射特性が得

られている．これは斜めに配置した無給電素子

部の効果である．XZ 面にもわずかであるが Eθ

成分が現れている． 

4. まとめ 

 アンテナを湾曲させた場合の放射特性につい

て検討を行い，その曲率半径が小さくなるとア

ンテナ面に垂直な成分が現れることを示した． 

またアンテナ水平面内にあったヌル点に対し， 

z 形状の無給電素子を配置したアンテナを提案

した．この結果，ヌル点の無い放射特性を得た． 

 本研究を進めるに当たり，本学理工学部元教

授 長谷部先生からご助言を戴きました．感謝申

し上げます． 
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図 3 提案アンテナ形状 

図 4 放射特性 

(a) YZ 面 

(b) XY 面 
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